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1．はじめに
































調査は、2012 年と 2013 年の 2 カ年にわたって
実施した。2012 年は 8 月 14、17、24、27、31 日
および 9 月 12 日の計 6 日間で、2013 年は 8 月





震による津波発生後におけるこれらの生息状況の把握を試みた。2012 年と 2013 年の
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各 St. において、10m の流程を対象に、調査員
























種 5 種類の計 33 種類を、小本川水系では在来種
26 種類と外来種 3 種類の計 29 種類を、閉伊川水




34 種類、外来種 6 種類の計 40 種類が生息してい
たことになる。さらに、これら三陸沿岸の在来種










各 St. の調査時における物理環境、および EC、
水温の測定結果を表 2 に示す。代表河川幅は 0.8m
～ 8.7m の間で推移し、平均値は 2.8m であった。
また、代表水深は 0.1m ～ 0.6m の間で推移し、
平均値は 0.2m であった。次に、水温は 13.7 ～
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26.4℃の間で推移し、平均値は 19.5℃であった。
EC は 4.7 ～ 146.0mS/m の間で推移し、平均値
は 21.3mS/m であった。値の高かった大槌町の
St.29 および陸前高田市の St.42 は、太平洋に面
した標高の低い平地で、海域からの背水の影響が
あったと考えられる。辻ら（2015）は、三陸沿岸
を流れる河川の EC について、久慈川で 10mS/m
程度、夏井川で 14 ～ 21mS/m 程度と報告してい
る。また、海域の EC は、一般に 5300mS/m 程
度であるという（朝海 2014）。すなわち、これら





























1 ヤツメウナギ スナヤツメ北方種 ● ● ● ● ● ● C VU
2 ヤツメウナギ スナヤツメ南方種 ● C VU
3 ヤツメウナギ シベリアヤツメ ● ● ● 絶滅 NT
4 ヤツメウナギ カワヤツメ ● ● ● ● ● A（残留型） VU
5 ウナギ ニホンウナギ ● ● ● ● ● ● EN
6 コイ コイ ● 〇 〇 〇
7 コイ ゲンゴロウブナ 〇 EN
8 コイ ギンブナ ● ● ● ● ● ●
9 コイ キンブナ ● C VU
10 コイ ヤリタナゴ ● 情報不足 NT
11 コイ カネヒラ 〇
12 コイ イチモンジタナゴ 〇 CR
13 コイ タナゴ ● ● ● ● D EN
14 コイ アカヒレタビラ 〇 EN
15 コイ ゼニタナゴ ● A CR
16 コイ タイリクバラタナゴ 〇
17 コイ ハス 〇 VU
18 コイ オイカワ 〇 〇 〇 〇 〇
19 コイ カワムツ 〇 〇 〇
20 コイ アブラハヤ ● 〇 〇 〇 〇
21 コイ マルタ ● ● ●
22 コイ エゾウグイ ● ● ● ● C LP
23 コイ ウグイ ● ● ● ● ● ●
24 コイ モツゴ 〇 〇 〇 〇
25 コイ シナイモツゴ ● A CR
26 コイ ビワヒガイ 〇
27 コイ タモロコ 〇
28 コイ ホンモロコ 〇 CR
29 コイ ゼゼラ 〇 VU
30 コイ カマツカ 〇 〇 情報不足
31 コイ ツチフキ 〇 EN
32 コイ ニゴイ ●
33 コイ スゴモロコ 〇 VU
34 ドジョウ ドジョウ ● ● ● ● ● ● DD
35 ドジョウ シマドジョウ ●
36 ギギ ギバチ ● VU
37 ナマズ ナマズ ● 〇 〇
38 アカザ アカザ 〇 〇 VU
39 キュウリウオ ワカサギ ● ● ● ●






























41 サケ イトウ ● EN
42 サケ ニジマス 〇
43 サケ カワマス 〇
44 サケ アメマス（エゾイワナ） ● ● ● ● ● ●
45 サケ ニッコウイワナ ● DD
46 サケ サケ ● ● ● ● ●
47 サケ ベニザケ ● CR
48 サケ カラフトマス ● ● ● ● ●
49 サケ ギンザケ 〇
50 サケ サクラマス（ヤマメ） ● ● ● ● ● ● NT
51 トゲウオ イトヨ（降海型）※ ● ● ● ● ● ● D LP
52 トゲウオ イトヨ（陸封型） ● ● ● A
53 メダカ ミナミメダカ ● B VU
54 サンフィッシュ ブルーギル 〇
55 サンフィッシュ オオクチバス 〇
56 サンフィッシュ コクチバス 〇
57 カジカ カジカ（大卵型） ● ● ● ● C NT
58 カジカ カジカ（小卵型） ● ● ● ● ● ● Ｄ EN
59 カジカ カンキョウカジカ ● ● ● ● ● ● LP
60 カジカ ハナカジカ ● ● ● ● ● B LP
61 ハゼ ミミズハゼ ● ● ● ● ●
62 ハゼ シロウオ ● ● ● ● VU
63 ハゼ マハゼ ● ● ●
64 ハゼ アシシロハゼ ● ● ● ●
65 ハゼ ヌマチチブ ● ● ● ● ● ●
66 ハゼ チチブ ● ● Ｄ
67 ハゼ シマヨシノボリ ● ● ● ●
68 ハゼ ルリヨシノボリ ●
69 ハゼ オオヨシノボリ ● ●
70 ハゼ トウヨシノボリ ● ● ● ● ●
71 ハゼ スミウキゴリ ● ● ● ● ● LP
72 ハゼ ウキゴリ ● ● ● ● ● ●
73 ハゼ シマウキゴリ ● ● ● ● ● ●
74 ハゼ ビリンゴ ● ● ● ● ●
75 ハゼ ジュズカケハゼ ● ● ● ● NT
76 ハゼ チクゼンハゼ ● Ｄ VU
77 タイワンドジョウ カムルチー 〇
16 科 在来種 53 28 26 26 34 22 － －
外来種 24 5 3 6 6 0 － －
総種数 77 33 29 32 40 22 19 36
●：在来種、○：国内・国外外来種
※：日本海系および太平洋系を含む。
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表 2　各 St. の物理環境と EC、水温
St. 調査年 市町村名 代表河川幅（m） 代表水深（m） EC（mS/m） 水温（℃）
1 2013 洋野 3.9 0.18 10.7 17.5 
2 2013 洋野 1.5 0.09 16.2 20.1 
3 2013 洋野 7.4 0.20 8.4 18.7 
4 2013 洋野 4.7 0.20 9.4 18.2 
5 2013 洋野 1.4 0.14 15.9 18.5 
6 2013 洋野 2.2 0.12 13.7 18.5 
7 2013 久慈 2.3 0.12 11.8 19.4 
8 2013 野田 2.5 0.05 16.3 22.5 
9 2013 野田 7.5 0.25 6.0 17.9 
10 2013 普代 4.4 0.35 7.1 19.3 
11 2013 普代 2.9 0.17 9.9 19.6 
12 2013 田野畑 1.8 0.10 14.1 20.3 
13 2013 岩泉 3.1 0.23 9.4 19.3 
14 2013 宮古 2.1 0.23 7.8 19.5 
15 2013 宮古 6.9 0.18 12.8 19.3 
16 2013 宮古 7.8 0.16 10.3 15.7 
17 2013 宮古 3.5 0.15 15.2 16.4 
18 2012 宮古 1.4 0.10 19.7 25.5 
19 2012 宮古 4.0 0.08 7.8 22.4 
20 2012 宮古 4.2 0.11 11.5 21.3 
21 2013 宮古 3.1 0.14 7.4 19.5 
22 2013 宮古 1.1 0.10 9.5 16.9 
23 2013 宮古 1.8 0.16 4.7 15.1 
24 2013 宮古 1.1 0.18 8.1 17.0 
25 2012 宮古 2.5 0.25 8.4 20.7 
26 2012 山田 2.0 0.15 8.2 19.3 
27 2012 山田 1.6 0.44 10.3 18.9 
28 2012 大槌 ―※ ―※ 9.8 16.1 
29 2012 大槌 0.9 0.57 146.0 19.4 
30 2013 釜石 2.0 0.06 40.2 15.5 
31 2013 釜石 1.8 0.25 28.8 13.9 
32 2013 釜石 1.8 0.13 19.9 13.7 
33 2012 大船渡 2.9 0.13 7.9 19.6 
34 2012 大船渡 3.5 0.30 6.7 20.8 
35 2013 大船渡 0.9 0.15 16.6 18.9 
36 2012 大船渡 1.6 0.15 21.9 20.0 
37 2012 大船渡 2.7 0.40 26.2 22.8 
38 2012 大船渡 2.1 0.11 17.1 20.8 
39 2012 陸前高田 3.0 0.05 21.5 24.1 
40 2012 陸前高田 8.7 0.06 23.8 22.1 
41 2012 陸前高田 1.1 0.11 37.9 23.4 
42 2013 陸前高田 1.4 0.14 105.1 19.4 
43 2013 陸前高田 1.7 0.10 24.3 21.8 
44 2012 陸前高田 2.2 0.14 60.0 26.4 
45 2012 陸前高田 0.8 0.07 24.3 18.7 
46 2012 陸前高田 1.5 0.11 38.4 23.8 
47 2012 陸前高田 1.0 0.14 36.0 20.2 
平均 － － 2.8 0.2 21.3 19.5 
最大値 － － 8.7 0.6 146.0 26.4 






を表 3 に示す。総採捕種数は 8 科 22 種類で、ハ
ゼ科の魚種が多い結果となった。そして、総採捕
個体数が最も多かったのは、ハゼ科のウキゴリで













平均 標準偏差 最大値 最小値
ヤツメウナギ スナヤツメ北方種 Lethenteron sp. N 1 1 125.0 
ウナギ ニホンウナギ Anguilla japonica 2 2 72.0 11.3 80 64
コイ
ギンブナ Carassius auratus langsdorfii 1 1 60.0 
ウグイ※ 1 Tribolodon hakonensis 40 32 44.4 11.4 82 10
ドジョウ Misgurnus anguillicaudatus 24 24 47.1 23.5 90 20
アユ アユ Plecoglossus altivelis altivelis 2 2 107.5 62.9 152 63
サケ
アメマス（エゾイワナ） Salvelinus leucomaenis leucomaenis 3 3 82.7 34.4 122 58
サクラマス（ヤマメ） Oncorhynchus masou masou 12 12 78.8 17.5 125 58
トゲウオ
イトヨ（降海型）※２，※３ Gasterosteus aculeatus　 － － － － － －
イトヨ（陸封型）※２ Gasterosteus sp. － － － － － －
カジカ
カジカ小卵型 Cottus reinii 7 7 68.1 19.3 91 31
カンキョウカジカ Cottus hangiongensis 4 4 74.5 8.7 82 62
ハゼ
ミミズハゼ Luciogobius guttatus 4 4 48.8 2.2 52 47
マハゼ Acanthogobius flavimanus 3 3 139.3 12.5 148 125
ヌマチチブ Tridentiger brevispinis 1 1 55.0 
チチブ Tridentiger obscurus 6 6 72.3 13.2 87 53
シマヨシノボリ Rhinogobius sp. CB 7 7 43.3 10.6 58 30
オオヨシノボリ Rhinogobius fluviatilis 1 1 55.0 
スミウキゴリ Gymnogobius petschiliensis 59 59 70.1 13.4 108 45
ウキゴリ Gymnogobius urotaenia 127 100 59.5 21.4 111 29
シマウキゴリ Gymnogobius opperiens 28 28 59.4 7.0 73 47
ビリンゴ Gymnogobius breunigii 17 17 41.5 7.0 52 26










溯河回遊魚 ウグイ アメマス（エゾイワナ） サクラマス（ヤマメ） イトヨ（降海型）
降河回遊魚 ニホンウナギ
両側回遊魚
アユ カジカ（小卵型） カンキョウカジカ ミミズハゼ
ヌマチチブ チチブ シマヨシノボリ オオヨシノボリ
スミウキゴリ ウキゴリ シマウキゴリ ビリンゴ
周縁性淡水魚 マハゼ
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